
英国及び欧州連合のＣＪＤサーベイランスについて

１ 英国

サウスウッド報告書、タルレイ報告書等に基づきＣＪＤサーベイランスの実

施を行うため、 年に研究費ベースでエジンバラ郊外の西病院内に設立さ1990

（ ） 。れたナショナルＣＪＤサーベイランスユニット で実施されているNCJDSU

ボランタリーベースで各医療機関からＣＪＤの疑いのある症例について照会

されることで、そのサーベイランスを実施している。照会が行われると、基本

情報を収集し、現地へスタッフを派遣し診察及び公衆衛生学的見地からの質問

が行われる。最終的には病理診断等を実施し、確定診断を行う。

サーベイランスは、英国内全ての地域を対象としている。また、欧州各国の

データについても が事務局として調査をしている。調査は 年かNCJDSU 1993

ら （参加国：ｵｰｽﾄﾗﾘｱ･ｵｰｽﾄﾘｱ･ｶﾅﾀﾞ･ﾌﾗﾝｽ･ﾄﾞｲﾂ･ｲﾀﾘｱ･ｵﾗﾝﾀﾞ･ｽﾛﾊﾞｷｱ･ｽEUROCJD

ﾍﾟｲﾝ･ｲｷﾞﾘｽ 、 年から （参加国：ﾍﾞﾙｷﾞｰ･ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ･ｷﾞﾘｼ） 1998 NEUROCJD

ｬ･ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ･ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ･ｲｽﾗｴﾙ･ﾉﾙｳｴｰ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｲｷﾞﾘｽ）及び 年から2001

（参加国：ﾊﾝｶﾞﾘｰ･ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ｽﾛﾊﾞｷｱ･ ）の３グループに別れて実施SEEC CJD 中国

しており、欧州共同体からの予算措置が行われている。

なお、ナショナルケアチームが設置され、保健省の財源によりＣＪＤ症例に

ケアパッケージを提供している。症例が把握されると、ケアチームはサーベイ

ランスチームとともに派遣され、心理的サポート、情報提供等により患者及び

その家族のサポートを実施する。また、 はナショナルケアコーディネNCJDSU

ーターとして請求審査も実施している。

２ 欧州連合

欧州連合では 「疫学的サーベイランス及び伝染病制御のためのネットワー、

ク構築に関する決定（ 」に基づいてネットワークを構築するため、2119/98/EC）

「 欧州議会及び閣議決定に基づき共同体ネットワークで網羅される2119/98/EC

伝染病に関する決定 「 欧州議会及び閣議決定に基づき共同体ネッ」、 2119/98/EC

トワークで伝染病報告に用いる診断基準」が規定され、対象疾患の選定、診断

基準の確立が行われている。

ＣＪＤはこの対象となっており、サーベイランスを実施している。また、Ｂ

ＳＥに関しては 年に「海綿状脳症の削減、制御及び予防に関する規則」2001

を策定し加盟国及び輸出国への規制を実施している。



３ 欧州諸国

（１）状 況

年６月末現在、英国以外でのｖＣＪＤの症例数は、フランス６例、2003

イタリア、アイルランド、アメリカ合衆国、カナダ各１例となっている。

このうちフランスの５例とイタリアの１例は英国に長期滞在した経験のな

い症例となっている。

（２）フランス

フランスではｖＣＪＤは 年に初めて報告され、今日では６例の報1996

告となっている。ＣＪＤサーベイランスは１９９２年に開始され、１９９

６年フランス国内に３カ所のＣＪＤ診断に使われるＣＳＦ 検査施設14-3-3

が整備され、その検査依頼をもとにサーベイランスを行っている。

Institut National de Veille Sanitaireサーベイランスは エイジェンシーである、

が統括し、パリにある が実施している。Inserm U360 La Salpetriere

現在フランスにはＣＪＤ及びＢＳＥへ特化した諮問機関は存在しない。

（３）イタリア

イタリアではｖＣＪＤが２００２年に報告された。

２００１年２月にはＣＪＤの症例については疑い症例を含めた報告義務

が法定化されている。サーベイランスは、 が中心Instituto Speriore di Sanita

、 。となって実施しており ＮＣＪＤＳＵと同様に患者への訪問も行っている

＊ 「 英国を中心にした欧州における狂牛病による変異型ｸﾛｲﾂﾌｪﾙﾄﾔｺﾌﾞ病に関する調

査研究報告書」より

（参考）各国における 数vCJD

（ ）英国 １４６名 年 月 日現在2004 4 30

フランス ６名

アイルランド、カナダ、米国、イタリア 各１名


